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ＴＥＬ：０７２５－２２－１１２２（内線１２３） 

　本町と泉大津市との間を流れる大津川は、大阪府

が管理する二級河川です。槇尾川と牛滝川が合流す

る本町馬瀬区域から大津川となって大阪湾まで延び、

その距離は約２.６kmに及びます。 

　平成９年に整備した大津川河川公園は「うるおい

とやすらぎの川路」をテーマに、上流から“ふれあ

いゾーン”、“であいゾーン”、“つどいゾーン”、“に

ぎやかゾーン”、“いざないゾーン”の５つのゾーン

に分かれ、スポーツや散策、親水広場として、幼児

から高齢者までの方々が“水”と親しみながら、憩い、

集い、交流を図ることができる施設になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　このような河川公園で静かな川面をじっくり見て

いると、連続する小さな気泡が浮かんできたり、拡

がっていく水紋が確認できたりと、水生生物の息吹

をあちらこちらで感じることができます。また、河

川敷には水鳥がたわむれ、水中のエサを探すかのよ

うに頭からすっぽり潜っては嘴を噛み合わせる様子

から、藻以外の水生生物も食しているように思われ

ます。冬季には、多くの鴨も飛来し、冬の訪れを感

じさせてくれます。 

　水中にはどのような生物がいるのかと思い、よく

観察してみると、オイカワ、ヨシノボリなどの魚が

いることが分かってきました。 

　これまで、河川敷を訪れた方々にもあまり知られ

ていないこれらの魚たちを見ていただくため、また、

大津川流域の環境保全を推進していくため、これら

の生物を入れた水槽を町役場の１階フロアに設置し

ています。来庁する子ども達が水槽の前で足を止め、

のどかに泳ぐ魚を熱心に覗き込む姿も少しずつ増え

てきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　冬の河川公園では、１月に忠岡町消防署による出

初め式を、３月に住民参加のマラソン大会を開催し

ます。一斉放水の飛沫が冬の陽に照らされ虹のよう

に見える瞬間や、ゴールを目指す真っ白な吐息が河

川公園に溢れる景色は、小さい町に湧き上がる感動

の１ページです。 
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やすらぎを求めて 
～大津川河川公園と生物たち～ 

くちばし 

　なぜ、府内で買って欲しいのかって？それは、大阪府内の宝くじ販売額が増えると、府内市町
村に交付金を多く配分できるからです。市町村の財政状況が厳しい中、少しでも市町村の収入が
増えるよう、府内での宝くじ購入にご協力をお願いいたします。 

○ 財団法人大阪府市町村振興協会とは 
　（財）大阪府市町村振興協会は、「市町村振興宝くじ（通称：サマージャンボ宝くじ）」の収
益金を活用し、府内市町村の振興発展を図るために必要な諸事業を行うことを目的として、昭
和54年に設立され、「おおさか市町村職員研修研究センター（愛称：マッセOSAKA）」の運
営をはじめ様々な事業を行っています。　 

○ 宝くじの収益金について 
　「サマージャンボ宝くじ」及び平成13年度より発売された「新市町村振興宝くじ（通称：オ
ータムジャンボ宝くじ）」の収益金（総発売額の約40％）は、市町村数、人口及び販売実績額
の割合に基づき、各都道府県市町村振興協会に対して交付されています。 
　なお、本協会においては、「サマージャンボ宝くじ」及び「オータムジャンボ宝くじ」に係
る収益金を、「市町村交付金」として府内市町村に交付し、公共事業その他、少子高齢化対策、
地域情報化対策などの事業として活用されています。 

　（平成21年度市町村交付金　実績） 
　　サマージャンボ宝くじ 20億円 
　　オータムジャンボ宝くじ 約8.7億円 

　※ 1市町村あたり交付金額（人口別平均） 

サマージャンボ宝くじ・ 
オータムジャンボ宝くじは、 
大阪府内で購入しましょう！ 

【参考】サマージャンボ宝くじ　大阪府内における発売実績額の推移 

（単位：千円） 

財団法人大阪府市町村振興協会 
〒540－0008　大阪市中央区大手前3－1－43 大阪府新別館南館内 
TEL 06－6920－4566　FAX 06－6920－4561
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